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石
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〇
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一
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３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
渡
辺
　
昇
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柏
原
正
民

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
ぞ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

袴
狭
遺
跡
は
、
但
馬
国

一
官
で
あ
る
出
石
神
社
の
北
側
の
谷
部
に
位
置
す
る

遺
跡
で
、
但
馬
最
大
の
河
川
で
あ
る
円
山
川
河
日
か
ら
約
二
一
血
上
流
に
位
置

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

標
高
六
ｍ
前
後
と
非
常
に
低
い

平
地
に
立
地
し
て
い
る
。
さ
ら

に
地
盤
が
花
開
岩
で
常
に
河
川

の
氾
濫
に
あ

っ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。

本
澄
跡
は
、　
一
九
八
九
年
に

出
石
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

調
査
が
行
な
わ
れ
、
木
簡
な
ど

興
味
あ
る
遺
物
が
多
数
出
上
し
、
注
目
さ
れ
て
き
た
。
約
五
〇
〇
ｍ
離
れ
た
対

岸
に
は
砂
入
遺
跡
が
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
砂
入
遺
跡
の
西
方
の
田
多
地
小

谷
遺
跡
や
袴
狭
遺
跡
西
方
の
嶋
遺
跡
な
ど
も

一
連
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
、
総
称

し
て
袴
狭
遺
跡
群
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
小
野
川
放
水
路
建
設
に
関
連
し
た
袴
狭
川
の
河
川
改
修
に

伴
う
も
の
で
、
袴
狭
川
沿
い
の
一
部

（国
分
寺
地
区
）
を
全
面
調
査
し
、
そ
の
上

流
部
に
つ
い
て
は
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
地
区
に
分
け
て
記

述
す
る
。

一　
国
分
寺
地
区

現
河
道
に
沿

っ
て
、
狭
い
と
こ
ろ
で
幅
二
ｍ
、
広
い
と
こ
ろ
で
幅
九
ｍ
の
部

分
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
道
状
遺
構

（ｓ
Ｆ
〇
一
・
〇
一一
と
旧
河

道

（ｓ
Ｄ
Ｏ
ご
、
溝
状
遺
構

（ｓ
Ｄ
Ｏ
一一
を
検
出
し
た
。

時
期
的
に
は
大
き
く
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
は
Ｓ
Ｆ
Ｏ
二
に

伴
う
溝
で
、
杭
列

。
し
が
ら
み
な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
砂
入
遺
跡
の
溝
同
様

に
下
層
で
古
い
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
遺
構
は
新
し
い
時
期
の
も

の
で
あ
る
。
道
状
遺
構
は
砂
入
遺
跡
で
検
出
し
た
よ
う
な
粗
柔
敷
き
の
大
規
模

な
も
の
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｆ
Ｏ

一
が
わ
ず
か
に
叩
き
締
め
た
程
度
で
あ
る
。

木
簡
⑪
は
ｓ
Ｄ
Ｏ
二
の
下
層
よ
り
、
②
は
下
層
の
溝
の
、
氾
濫
に
よ
る
堆
積

土
よ
り
出
土
し
た
（他
に
呪
符
の
断
片
と
覚
し
き
も
の
が
一
点
あ
る
）。
③
の
二
片
は

同

一
個
体
と
思
わ
れ
る
が
、
直
接
は
接
続
し
な
い
。
溝
の
上
層
の
堆
積
土
よ
り

出
土
し
た
。

(出 石)



1990年出上の木簡

Ｓ
Ｄ
〇

一
は
旧
河
道
で
、
そ
の
肩
部
に
祭
祀
遺
物
を
流
し
て
い
る
よ
う
で
あ

玄Ｏ
。二

　
内
田
地
区

九
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
す
べ
て
の
ト
レ
ソ

チ
で
祭
祀
遺
物
が
出
上
し
て
お
り
、
旧
河
道
な
ど
も
検
出
し
て
い
る
。
⑪
も
旧

河
道
も
し
く
は
そ
れ
に
付
随
す
る
淀
み
か
ら
出
上
し
た
。
②
の
木
簡
の
出
上
し

た
地
点
で
は
、
明
確
な
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
岩
盤
で
あ
る
地
山
を

削
り
出
し
、
谷
部
を
埋
め
て
整
地
し
て
い
る
。　
一
カ
所
で
は
あ
る
が
多
面
体
の

大
型
の
柱
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
と
、
大
規
模
な
整
地
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
大
型
の
倉
庫
群
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
②
は
そ
の
整

地
面
の
南
側
の
低
い
部
分
で
出
上
し
て
い
る
。
整
地
面
か
ち
墨
書
土
器

。
鋼
印

・
石
帯
が
出
土
し
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
須
恵
器
杯
で
底
面
に

「秦
磐
」
と
個

人
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
銅
印
は
ほ
ぼ

一
十
四
方
で

「福
」
の
字
が
彫
ら
れ
て

い
る
。

石
帯

（
一
点
）
は
、
全
長
七

・
四
ｃｍ
を
測
る
大
型
の
石
製
の
銘
尾
で
あ

る
。
他
に
須
恵
器

・
土
師
器
も
出
上
し
て
お
り
、
袴
狭
遺
跡
群
の
中
で
は
土
器

の
量
が
特
に
多
い
。

遺
構
面
の
下
層
に
は
旧
河
道
が
存
在
し
て
お
り
、
馬
形

・
斎
串
な
ど
の
祭
祀

遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
も
祭
祀
の
場
か
ら
生
活
の
場

へ
移
行
し
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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国
分
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⑪
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Ｑ
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「
鬼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
∀
⇔受
３
露

②

　

　

　

□
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□
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（Ｓ

溢
露
枷
ｏ解

出
上
し
た
木
簡
は
六
点
で
あ
る
が
、　
整
理
調
査
段
階
で
あ
る
の
で
、　
増
加

す
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
内
田
地
区
で
は
墨
書
土
器
も
増

加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
今
後
全
面
調
査
が
実
施
さ
れ
る
と
新
た
な
知
見

が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
袴
狭
遺
跡
群

（袴
狭
遺
跡
・
砂
入

遺
跡
・
嶋
遺
跡
）
で
は
木
筒
が
出
上
し
て
お
り
、
旧
河
道
が
主
と
し
て
検
出
さ
れ

て
い
た
が
、
今
回
、
建
物
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
に
至
り
、
遺
跡
の
性
格
を
考

え
る
上
に
も
変
化
が
生
じ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。

（渡
辺
　
昇
）
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